
子供を止めて車

の流れを確認 

旗は自分の左側に垂

らしましょう 

危険の無いよう横

断歩道の右端に立

ちましょう 

すぐ動き出せるように

ヒールの低い靴を履き

ましょう。 

肩幅に足を広げると

良いですよ。 

ＰＴＡ 

左手を斜め下に出

して、子供の飛び出

しを防ぎましょう 

旗を持った右手を斜

めいっぱいに広げ、車

両に対して子供に横断

をさせる意思表示をし

ましょう 

ＰＴＡ 

右足を引き戻

しましょう 

①の体勢に戻って運

転手さんに軽く会釈

しましょう 
ＰＴＡ 

車が止まったこと

を確認して、旗を下

に下ろしましょう 

右足を一歩前に出

しましょう 

左手で子供に

横断を促しま

しょう 

ＰＴＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「旗振りのお当番をお願いします」というお話が、皆さんのところにくることがあるかと思います。 

ここでは、指定場所(主に横断歩道)で黄色い横断旗を持った交通安全誘導の方法を一緒に学びましょう。 

 

●交通安全誘導中のお願い● 

・ 『見まもり隊』の札を必ず首からかけて行いましょう。 

・ お当番で指定された場所は、交通量が多く大変危険です。安全確保の為、未就学児やペットをお連れ

になるのはくれぐれもお控え下さい。 

・ 「旗振り」は基本 2人 1組で道路の対岸で黄色い旗を持ち、息を合わせて行いましょう。 

横断歩道のない場所での「旗振り」、ペアのいない場合でも、活動のやり方は上の図を参考にしていた

だくと良いかと思います。 

・ 動作はできるだけ大きく分かりやすくしましょう。余裕ある動作が運転手さんに安心感を与えます。 

・ 車両の運転手さんに対しては、「すみませんが子供を渡らせて下さい」とお願いする気持ちで対応しま

しょう。強い態度は反感を買い、危険度が増す恐れがあります。 

① 子供を止めよう(車両は青信号・歩行者は赤信号) ② 子供が横断する前に合図をしよう 

   (車両は黄信号・歩行者は赤信号) 

③ 子供が横断している事を示す合図をしよう 

   (車両は赤信号・歩行者は青信号) 

④ 子供が横断した後、運転手さんに会釈をしよう 

 

「旗振り」のお当番って 

どうやったらいいの？ 

「旗振りお当番ってどうやったらいいの？」は、本校交通指導員さんにご助言を頂き、PTA本

部校外が作成したものです。 


